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桜・SAKURA 交流会（光城山 1000 人プロジェクト
主催）が 3 月 18 日、市役所で行われました。講演会では、
笹本正治さん（長野県立歴史館館長）が、スクリーン
に市内の桜を映しながら、「桜に囲まれて生活できる豊
かさを実感し、景観を守ってほしい」とさまざまな見
方で桜の美しさや保全の重要性等を説明しました。パ
ネルディスカッションでは、桜の保全を行う団体が抱
える課題や今後の目標について意見交換が行われまし
た。

午後からは、協働のまちづくりフォーラムが行われ、
茅野恒

つねひで

秀さん（信州大学人文学部准教授）が地域資源
を生かしたまちづくりについて講演し「地元だけでな
く、さまざまな地域、場所、人々とのつながりを持つ
ことが重要です」と話しました。続けて、つながりひ
ろがる地域づくり事業成果発表会が行われ、事業成果
をまとめたパネル展示や合唱団による歌の発表等が行
われました。

土に親しみながら親子の触れ合いの場を
持ってもらおうと、親子対象の陶芸教室が 3
月 11 日、穂高陶芸会館で行われました。当
日は、19 人が参加。親子で協力しながら、そ
ば猪口や小皿を制作し、仕上げに竹のヘラな
どの道具で模様などを付けました。参加した
會
あ い だ

田菜
な な こ

々子ちゃん（穂高有明）は「土のやわ
らかい感じが面白かったです」と話してくれ
ました。この日製作したそば猪口などは、陶
芸会館で焼き上げ、約１カ月後に参加者の手
元に届けられる予定です。

優れた環境への取り組みを表彰する「第 20
回環境コミュニケーション大賞」（環境省等
主催）の「環境活動レポート部門」で、市内
の共和アスコン株式会社（金

きんばら

原一
か ず お

男代表取締
役社長）が優良賞を受賞しました。今回の受
賞は同社の環境に配慮した事業経営と、図や
グラフなどを効果的に使用し、読みやすくま
とめた環境活動レポートが高く評価されまし
た。

3 月 14 日に宮澤市長へ受賞報告した金原さ
んは「努力を継続してきた結果が評価された。
今後も取り組みを続けていきたい」と話しま
した。
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全国のご当地ナポリタンを競い合う「カ
ゴメナポリタンスタジアム 2017」（カゴメ株
式会社主催）に安曇野林

り ん ご

檎ナポリタンを提
供する食事処美里（堀金烏川）が 3 月 15 日
に行われた予選会を通過し、全国大会へ出
場を決めました。

安曇野林檎ナポリタンは、安曇野産リン
ゴを使用したご当地グルメ。同店店長の
北
きた

林
ばやし

智
とものり

紀さんは、「リンゴとナポリタンは
異色の組み合わせだが、味がマッチしてい
て、自信のある一品です」と抱負を力強く
語りました。全国大会は5月13、14日の両日、
東京スカイツリーで行われ、インターネッ
ト投票などにより日本一が決定します。

あづみのジュニアクラシック音楽会が 3
月 18 日、穂高交流学習センター「みらい」
で行われました。

当日は、昨年 7 月「あづみの新進音楽家
公開オーディション・ジュニアの部」で選
ばれた、6 組 7 人が練習の成果を発表しま
した。ピアノ独奏でショパン等 3 曲を演奏
した西

にしたに

谷ありあさん（穂高西中１年）は「と
ても緊張したけど、たくさんの人の前で演
奏ができて楽しかったです」と話してくれ
ました。

3 月末で工房を巣立つ若手作家の卒房展が 3 月 24
日から 29 日まで豊科南穂高のあづみ野ガラス工房で
行われました。同工房には、多摩美術大学でガラス工
芸を専攻した若手作家が約 5 年間所属し、制作の傍ら
工房運営にも携わり、研さんを積んでいます。

本年で同工房を離れる池内康
こうすけ

祐さん（埼玉県出身）
がこれまでに制作した器や置物など吹きガラス約 100
点が展示されました。地域の早起き野球チームでも活
躍した池内さんは「豊かな自然の中で感性や技術を磨
くことができました。早起き野球に参加して、大切な
地域の人とのつながりもできました」と 6 年間を振り
返り、「将来は安曇野で自分の工房を開きたい」と今
後の目標を話してくれました。
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